
段
玉
裁
の

コ
以
古
関
説
文
一
訂
』

一
、
は
じ
め
に

二
、
本
論
文
の
前
提

一
一
一
、
残
さ
れ
た
問
題
点

凶
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
構
成

五
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
一
体
例

六
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
成
書
過
程

七
、
結
一
詩

注

一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
前
に
弓
説
文
解
字
』
毛
氏
汲
古
関
本
に
つ
い
て
」
を
書

き
、
『
説
文
解
字
』
大
徐
本
の
代
表
的
版
本
で
あ
る
「
毛
氏
汲
古
関

本
」
広
つ
い
て
、
そ
の
修
訂
と
刊
行
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
た
。
そ

し
て
そ
の
解
明
の
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
資
料
を
用
い
、
同

時
に
既
知
の
資
料
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
新
し
い
意

味
を
発
見
し
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
』
大

に
つ
い
て

幅一.__
今l:::t

11司i

橋

由

利

子

徐
本
の
修
一
訂
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
論
点
が
、
汲
古

関
本
と
い
う
書
物
自
体
に
あ
っ
た
た
め
、
段
玉
裁
自
身
が
ど
の
よ
う

に
し
て
、
大
徐
本
の
修
訂
を
行
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
詳
し
く
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
前
論
文
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
焦
点

を
段
玉
裁
が
大
徐
本
の
修
訂
の
た
め
に
著
し
た
『
、
汲
古
顔
説
文
訂
』

に
し
ぼ
り
、
そ
れ
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
段
玉
裁
自

身
の
修
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
、
あ
わ
せ
て
、
残
さ
れ
た
い
く
つ

か
の
問
題
を
、
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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二
、
本
論
文
の
前
提

前
論
文
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
、
『
、
扱
古
関
説
文
訂
』
に
即

し
て
と
ら
え
な
お
す
と
、
次
の
二
点
と
な
る
。

ω、
段
玉
裁
は
通
行
の
『
説
文
解
字
』
毛
氏
汲
古
関
本
に
不
満
が

あ
っ
た
た
め
に
『
汲
古
関
説
文
訂
』
を
著
し
た
。

毛
菅
・
毛
震
の
父
子
は
蔵
書
家
と

L
て
有
名
で
あ
っ
た
が
、

問
時



に
、
高
い
締
格
で
購
入
し
た
貴
重
本
に
校
訂
を
加
え
、
定
本
を
作
っ

て
波
古
関
か
ら
刊
行
し
、
一
般
に
公
開
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
汲
古
顔

本
」
と
呼
ば
れ
、
一
般
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
吋
説
文
解
字
』
の
汲
吉
関
本
も
、
『
説
文
解
字
』
大
徐
本
の

代
表
的
抜
本
と
し
て
流
通
し
、
章
一
観
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
『
説
文
解
字
』
研
究
の
た
め
大
徐
本
の
色
々
な
版
本

を
比
較
検
討
し
て
い
た
段
玉
裁
は
、
そ
の
「
汲
古
関
本
」
の
通
行
本

が
、
必
ず
し
も
大
徐
本
の
本
来
の
姿
を
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
、
あ
る
段
階
で
気
が
つ
き
、
そ
の
「
汲
台
関
」
の
「
説
文
」
を

2
計
訂
い
す
る
と
い
う
意
味
を
も
込
め
て
、
司
一
次
古
関
説
文
訂
』
を
著

し
、
そ
の
番
名
と
し
た
。

ω、
段
玉
裁
が
『
汲
台
関
税
文
訂
』
の
中
で
一
吉
田
う
「
初
印
本
」
と

は
、
正
式
に
刊
行
さ
れ
た
審
物
で
は
な
く
、
毛
震
の
「
家
一
刻
説
文
授

改
一
第
四
次
様
本
」
す
な
わ
ち
第
四
次
修
訂
見
本
版
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
伝
わ
る
吋
説
文
解
字
』
毛
氏
汲
古
関
本
は
、
毛
震
の
五
回
の

修
訂
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
。
毛
震
は
第
一
次
か
ら
第
四
次
ま
で
の
修

訂
を
、
寸
様
本
」
を
使
っ
て
行
い
、
正
式
な
抜
本
と
し
て
は
刊
行
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
第
四
次
ま
で
の
修
訂
筋
所
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
五
回
誌
に
大
き
く
移
訂
し
て

刊
行
さ
れ
た
通
行
本
ハ
第
五
次
修
訂
本
〉
の
修
訂
筋
一
併
は
、
段
玉
裁
に

と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
修
訂
し
な
い
方
が
良
い
と
判
叫
糊
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
正
式
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
第
四
次
様

本
を
入
手
し
た
段
玉
裁
は
、
そ
れ
が
京
本
を
そ
れ
抵
ど
大
き
く
修
訂

し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
第
四
次
様
本
を
汲
古
関
本

の
「
初
出
州
本
」
と
命
名
し
、
現
行
の
汲
古
一
関
本
(
第
五
次
務
訂
本
)
と

一
弘
別
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
た
。
以
下
に
/
使
わ
れ
る
「
初
印
本
」
と

は
、
す
べ
て
こ
り
「
毛
氏
波
士
口
頭
第
四
次
様
本
」
を
指
す
。

諮
撃
で
は
、
前
論
文
命
中
で
拐
ら
か
に
さ
れ
た
点
を
列
一
記
し
、
本

論
文
の
前
提
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
前
論
文
で
は
と
り
為
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
設
五
裁
の
大
徐
本
修
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を
考

え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
後
葉
で
の
解
明

の
た
め
の
出
発
点
と
し
た
い
。

そ
の
問
題
点
と
は
、
段
五
裁
が
、
入
手
し
た
「
初
印
本
」
を
ど
の

麓
度
参
照
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

設
五
銭
が
吋
汲
台
関
設
文
訂
b

を
塞
く
際
に
、
他
の
色
々
な
版
本

以
外
に
、
「
初
印
本
」

J
Z
晃
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
序
文
や
本
文
に
、

「初
mw
本
い
が
mm度
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
こ
の
「
初
印
本
」
と
吋
汲
古

の
二
つ
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
た
こ
人
の
人
物

の
利
用
の
仕
方
に
は
遺
漏
が
あ
る
こ
と

一
一
一
、
残
さ
れ
た
問
問
題
点

の
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を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
人
は
「
初
郎
本
い
の
翻
刻
に
大
き
な
役
割
を
果
し

〈

2
)

た
張
行
手
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
、
段
1
4
裁
と
も
親
交
の
あ
っ
た
顧

(

3

)

 

千
里
で
あ
る
。
以
下
こ
の
こ
人
が
ど
の
よ
う
な
指
摘
を
し
之
い
る
か

に
つ
い
て
、
彼
ら
の
叙
述
に
沿
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ω、
張
行
字
の
「
汲
古
関
説
文
解
字
校
記
」

段
玉
裁
の
見
た
「
初
印
本
」
は
、
光
緒
七
年
(
一
八
八
一
〉
に
翻
刻

さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
張
行
手
は
「
初
印
本
」
の
内
容
を
再
検
討

し
、
「
通
行
本
」
と
の
比
較
対
照
を
行
っ
て
、
そ
の
相
違
点
を
調
べ

た。
そ
の
結
果
を
箇
条
書
き
に
し
、
「
汲
古
関
説
文
解
字
校
記
」
と
題

し
て
翻
刻
本
の
末
尾
に
付
け
た
が
、
そ
れ
に
、
次
の
よ
う
な
前
文
を

童
画
い
て
い
る
。

汲
古
関
設
文
有
未
改
己
改
南
本
、
乾
嘉
諮
老
皆
傍
未
改
木
魚

勝
、
而
未
改
木
博
世
紹
少
、
其
大
路
見
於
段
氏
設
文
訂
中
、
然

亦
間
有
議
漏
駕
、
洪
琴
西
都
材
料
従
粥
塘
義
挙
俵
得
毛
斧
季
第
四

次
所
校
様
本
、
部
段
氏
所
接
、
以
訂
説
文
者
、
光
緒
七
年
愛
慕

刻
於
准
南
蓄
局
、
市
藤
行
学
取
己
改
本
互
校
異
向
、
品
架
部
録
之
、

以
諮
問
志
、
若
黙
害
一
小
論
、
如
壁
改
作
壁
、
虞
改
作
農
、
度
改

作
農
之
類
、
皆
略
市
不
著
、
至
其
程
式
緩
筒
、
皆
都
蒋
所
裁
定

云
、
安
吉
張
行
手
議
一
識
。

汲
古
閣
の
説
文
に
は
未
改
本
と
改
訂
本
の
二
種
類
の
本
が
あ

り
、
乾
援
・
嘉
慶
の
諸
学
者
は
未
改
本
が
よ
り
秀
れ
て
い
る
と

し
た
。
し
か
し
そ
の
未
改
本
は
非
常
に
数
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
世
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
大
体
の
内
容
は
段
玉

裁
の
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ

に
も
、
ま
ま
誤
り
や
遺
漏
が
あ
っ
た
。
洪
琴
西
都
轄
は
、
剤
塘

義
壌
か
ら
毛
斧
季
が
第
四
次
の
校
訂
を
行
っ
た
様
本
を
借
り
て

入
手
し
た
が
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
段
氏
が
説
文
の
校
訂
を
し
た

時
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
洪
都
蒋
は
光
緒
七
年
(
一
八

八
一
〉
に
こ
の
第
四
次
様
本
を
准
南
書
局
で
翻
刻
し
た
が
、
そ

b
た
く
し

の
時
、
行
字
に
依
頼
し
て
、
改
訂
本
と
、
こ
の
様
本
を
比
較
対

照
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
-
記
録
し
て
同
好
の
士
に
贈
る
よ

う
に
し
た
。
点
や
筆
画
の
小
さ
な
誤
り
、
例
え
ば
壁
を
壁
に
し

た
り
、
虞
を
虞
に
し
た
り
、
度
を
度
に
し
た
り
と
い
っ
た
も
の

は
、
す
べ
て
省
略
し
て
記
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
方
法
や
疏
密
は

ど
れ
も
洪
都
蒋
が
判
断
し
て
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
安
吉
の
張

行
字
、
謹
ん
で
識
す
。
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こ
こ
で
張
行
手
は
「
初
印
本
」
の
内
容
は
段
玉
裁
の
『
汲
古
関
説



文
訂
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
誤
り
や
遺
瀦
が
あ
る

と
述
べ
、
改
め
て
「
初
印
本
」
と
「
通
行
本
〈
改
富
本
ど
の
精
異
点

を
集
め
な
お
し
た
も
の
を
作
り
、
「
汲
古
諮
説
文
解
字
校
一
記
」
と
し

た
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
も
し
段
玉
裁
の
『
汲
古
関
説
文
訂
』
(
一
七
九
七
〉
が

「
初
印
本
」
の
内
容
を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

張
行
苧
は
八
十
四
年
後
に
こ
の
よ
う
な
「
校
記
」
を
作
る
必
要
は
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
校
一
記
」
が
「
初
印
本
」
翻
刻
の
擦
に
作
ら

れ
た
こ
と
は
、
段
玉
裁
が
「
初
印
本
」
を
入
手
し
て
い
な
が
ら
、
十

分
に
は
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
、
こ
こ
に

生
じ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
、
こ
の
翻
刻
本
が
作
ら
れ
る
よ
り
ず

っ
と
前
に
い
だ
い
た
人
物
が
い
た
。
そ
れ
が
前
述
し
た
額
千
里
で
あ

る
。
彼
は
段
支
裁
の
見
た
「
初
印
本
」
を
、
段
よ
り
一
一
一
年
後
に
見
て

お
り
、
そ
の
本
に
識
語
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
識
語
は
段
玉
裁
の
裁

の
す
ぐ
後
に
警
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
「
初
印
本
」
翻
刻
の
擦
に
は
、

こ
の
設
の
践
と
顧
の
識
一
識
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

我
々
は
額
千
患
が
か
紋
古
隣
説
文
訂
b

に
対
し
て
疑
問
を
抱
い
て
い

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
願
は
ど
の
よ
う
な
疑
問
を
抱

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
識
訟
を
見
て
い
こ
う
。

ω、
額
千
援
の
吋
汲
古
関
説
文
第
四
次
様
本
』
議
諮

段
先
生
於
鼓
比
後
一
月
部
成
汲
古
関
設
文
言
刊
行
、
今
用
比
本

覆
勘
訂
中
所
穣
一
初
出
仰
木
及
郷
改
、
如
一
一
一
同
部
議
下
一
一
篠
、
又
双
郡
湯

谷
一
一
篠
、
水
都
議
下
一
篠
、

j
部
房
密
切
一
一
僚
、
甲
部
古
文
一

篠
、
皆
不
合
、
又
、
如
荏
部
奮
字
下
、
羊
部
数
字
下
、
内
部
記

字
下
、
初
印
本
皆
未
誤
、
訂
亦
不
明
一
一
一
一
同
之
、
兼
、
可
訂
荷
未
経

載
入
者
叉
往
往
布
有
、
然
刻
後
之
譲
比
本
者
無
寛
以
震
得
魚
之

茎
可
也
、
嘉
慶
庚
申
五
月
、
借
間
関
於
務
塘
屑
丈
、
競
走
以
野

之
、
時
在
壬
洗
馬
巷
寅
氏
思
惑
寓
索
。

設
先
生
法
こ
こ
に
絞
を
書
い
て
か
ら
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
『
、
役
古

演
説
文
訂
』
を
完
成
し
刊
行
し
た
。
今
こ
の
本
ハ
「
初
印
本
」
〉
を

使
っ
て
『
汲
古
関
設
文
訂
』
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
初
印

本
」
と
そ
れ
を
務
改
し
た
箇
所
を
調
べ
な
お
し
て
み
る
と
、
例

え
ば
一
一
一
応
部
の
謡
、
姦
部
の
湯
谷
、
水
部
の
読
、

j
部
の
一
局
密
切
、

甲
部
の
古
文
の
と
こ
ろ
が
皆
実
際
と
合
わ
な
い
。
ま
た
荏
部
の

蓄
、
学
部
の
設
、
肉
部
の
庇
の
字
な
ど
は
「
初
印
本
」
が
ど
れ

も
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
の
に
、
明
、
投
古
関
説
文
訂
』
で
は
そ
れ

を
明
言
し
て
い
払
や
そ
の
上
、
整
討
す
べ
き
で
あ
る
の
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ま
た
か
な
り
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ

け
で
、
後
に
こ
の
〈
初
印
本
〉
を
読
む
者
は
、
こ
の
本
の
こ
と

た
後
の
位
一
一
ハ
毘
的
を
達
し
た
後
、
不
安
に
な

( 40 ) 



っ
た
道
具
〉
と
考
え
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
(
こ
の
本
は
ま
だ

五
年

十
分
に
有
用
で
あ
る
〉
。
嘉
慶
庚
申
(
一
八

O
O〉
五
月
。
周
治
塘

翁
よ
り
借
り
て
関
し
、
こ
の
識
一
訟
を
書
い
て
返
す
。
時
に
壬
洗

馬
巷
の
黄
(
五
烈
〉
氏
の
思
適
寓
策
に
在
り
。

額
千
里
は
こ
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
の
『
汲
古
関
説
文
訂
』
で
の

「
初
印
本
」
の
見
方
に
か
な
り
問
題
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
述

べ
、
そ
の
箇
所
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
、
二
人
の
人
物
の
指
摘
に
よ
り
、
段
玉
裁
は
『
汲
古
関
説
文

訂
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
「
初
印
本
」
を
見
た
こ
と
に
は
ま
ち
が

い
が
な
い
が
、
そ
の
利
用
の
仕
方
に
は
、
か
な
り
の
遺
漏
が
あ
る
ら

し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
段
去
裁
は
本
当
に
「
初
印
木
」
を
き
ち
ん
と
見
な

い
で
『
汲
古
関
説
文
訂
』
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
も
う
一
度
『
汲
古
関
説
文
訂
』

に
立
ち
も
ど
り
、
段
玉
裁
、
が
『
汲
古
関
説
文
訂
』
を
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
書
き
あ
げ
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
、
「
初
印
本
」
、
が
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
た
の
か
を
解
明

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
に
司
、
汲
古
関
説
文

訂
』
自
体
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
考
え
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

関
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
構
成

『
汲
古
関
説
文
訂
』
一
巻
は
、
本
文
は
七
十
葉
か
ら
成
り
、
毎
半

葉
の
行
数
は
九
行
で
あ
る
。
前
に
段
玉
裁
の
序
文
、
後
に
亥
廷
擦
の

政
文
が
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
序
駿
は
、
こ
の
書
物
の
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
る
上

で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
既
に
前
論
文
で
一
応
の
検
討
を
終
え

て
お
り
、
本
論
文
の
第
二
章
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
概
要

を
書
き
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
ふ
れ
な
い
。

語
以
古
関
説
文
一
訂
』
は
、
『
説
文
解
字
』
大
徐
本
の
本
文
に
つ
い
て

の
校
訂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
と
は
、
ー
、
親
字
と
な

る
小
袋
、
古
文
、

2
、
形
・
音
・
義
の
説
明
で
あ
る
説
解
、

3
、
大

徐
の
注
ハ
反
切
を
含
む
〉
、

4
、
書
物
の
由
来
を
述
べ
た
序
、
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
、
ど
の
字
が
よ
り
本
来
の
大
徐
本
に
近
い
か
と
い
λ

ノ
観
点

か
ら
、
校
一
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

全
部
で
三
百
十
七
項
目
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
顕
次
は

『
説
文
解
字
』
一
巻
か
ら
十
五
巻
の
煩
に
従
い
、
一
巻
の
中
は
部
首

の
煩
に
従
っ
て
い
る
。

次
に
そ
れ
を
項
自
ご
と
に
番
号
を
つ
け
て
示
す
。
(
親
字
は
い
ず
れ

も
原
文
は
小
築
や
古
文
な
ど
で
あ
る
が
、
印
刷
の
使
の
た
め
構
毒
に
な
お
し

た
。
ま
た
原
文
は
部
首
ご
と
に
ま
と
め
て
あ
る
が
、
繁
喋
を
避
け
て
、
部
首
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名
は
省
略
し
た
。
〉
以
下
、
後
輩
で
は
、
番
号
の
み
で
記
す
場
合
が
あ

る。
一
上

一
下

二
上

二
下

ニ
上

四
上

四
下

五
上 下

91 90 83 79 72 65 60 53 47 40 39 33 31 24 22 15 8 6 1 
祭経楽駕猿低減際課騒隣巡魁小麓務妄環静

34 32 25 23 16 9 7 2 
遡超恰 茜市翠弱築

84 80 73 66 61 54 48 41 
奴謬雌管殺欝熊ギ

92 
綴

3
王
(
二
例
あ
り
〉

日
若

げ
著

26 
捧

お
迷

85 81 74 67 62 55 49 42 
煩朕准 i盛勿弼諮誠

mm
一笑

日
替
問

団
沼

27 
噴

36 
述

迩

86 82 75 68 63 56 50 43 
繍駕醤碕敵序識語

94 
馨

4 
潟

ロ
議

問
薮

28 
i努

37 
述

76 69 64 57 51 44 
IJI¥i爽殻麗議註

87 
2乙

95 
血

5 
輝

日
暮

却
荒

は
十
下

公
薮

29 
椀

30 
設

お
椅

58 52 45 
叡音蕃

46 
3ヰ

m
J

卑

77 70 
数翰

行
鶴

叩
山
品
一
冗

88 
膿

89 
艇

五
下

六
上

七六
上下

七
下

八
上

九八
上下

十九
上下

十
下

十
一
上

154 147 140 136 131 124 117 110 103 96 
卒侭俊姦程場最枚持鰻

174 169 162 156 
1易競額般

210 203 201 194 193 186 179 
1解浪怒議綴狐姻

155 148 141 137 132 125 118 111 104 97 
務停簿宕柘昌部務初銭

187 180 175 170 163 157 
鎚敏旗第額児

211 204 202 195 
1覧請但喬

149 142 138 133 126 119 112 105 98 
催機療籍払郊務樵殻

188 181 176 171 164 158 
娃駿擁勾願競

196 
j埠

212 205 
波撫

150 143 139 134 127 120 113 106 99 
停佳常欝旗都援来会

172 165 159 
鈎頬歓

189 182 177 
嬢験殺

197 
関

213 206 
濫 j親

135日8121 114 107 100 
糠旗郵掲誕耀

151 144 
樹任

190 183 178 173 166 1叩
熔審議鬼頭致界

214 207 
淵護

129 122 115 108 101 
瀞 郁 柴 地 綜

130 123 116 109 102 
東 郷 森 撞 及

152 145 
議使

153 146 
複儲

167 161 
髪激
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川川髭

191 184 
絃講

192 185 
舜潟

別
臭

200 
欄

215 208 
i也、浦

216 209 
識澗



十
一
下

十
二
上

十
三
下

十
四
上

十
四
下

十
五
上

五
下

:310:30530423?2302172102732552152582562412422372302252242・17
:間: 三亥乾提轄拶壇鴛盤結嬬氏燐鴎開時I[洗沿

葦日
:314 :只
以;都
宝刀

ナ311 : 306 
;接 309俗
形酪儒

~15 :部
慎;
又:

312 
2た
列

316 
臣;
描

313 
伏
見

下

259 257 250 243 238 231 226 
!摂理 j 撲鮫歌核

218 
瀦

298 291 288 281 274 267 
季隊線新堀轟

219 
穫:

220 
?丑

251 244 239 232 227 
氏勢拡勝鰭

228 
<<!ll~ 

252 245 240 233 
穀嬬嬬持

加
拠
品

1
i
q弓

加
古

299 292 289 282 275 2問
者協紺鉱禽|組

間
二m掠岡

部
銭

300 293 
-:t:，向

1斐
253 246 241 234 229 
或熔被扶議

262 
7強

284 277 270 
鏑勤土

301 29! 
東関

制
其
所
・

222 
液

223 
1算

235 
擦

236 
荻

254 247 
元援

255 248 
疏愚

出
盛
一

264 
1鐸

285 278 271 
錦勢腔

286 279 272 
尻勉騒

302 295 
蔚甲

303 296 
目撃寧

n
v
E
A
V

吋A
吋，ad'
マ，、、
J'

m川
山
沼
山
「
到
同
州

初
許
沖
'e-

(
以
上
で
あ
る
が
、
十
五
上
下
は
序
文
と
部
首
目
録
に
つ
い
て
の
校
訂
で
あ

る
た
め
、
最
初
の
ニ
文
字
を
あ
げ
た
。
〉

五
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
体
例

前
章
で
あ
げ
た
館
所
に
つ
い
て
の
段
玉
裁
の
考
訂
に
は
パ
タ
ー
ン

が
あ
り
、
大
体
同
じ
よ
う
な
体
例
で
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
次

に
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
番
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
次
に
あ
げ
る

1
・
3
の
よ
う
な
例
で
あ

る
。
〈
パ
タ
ー
ン

A
〉

ー
、
帝
平
・
一
示
・
一
反
・
龍
・
一
室
・
一
音
・
輩
、
皆
川
肌
古
文
上
、

初
印
本
如
此
、
王
叫
ん
・
周
氏
・
南
宋
本
拠
一
強
制
一
精
一
誠
一
晩
葉
石

君
抄
本
・
越
露
均
抄
本
・
五
志
向
諮
説
皆
同
此
、
今
依
小
徐
於
立
l

下
示
上
倒
補
品
一
一
ロ
字
、
設
文
随
事
以
見
例
一
式
立
l
、
射
口
肌
乎
之
辛
・

4

一
一
同
在
其
中
央
、
何
煩
補
乎
、

1
、
帝
(
帝
の
古
文
)
の
(
説
解
〉
「
立
i

・
示
・
辰
・
龍
・
童
・
音
・

章
は
皆
、
古
文
の
上
に
従
う
」

初
印
本
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
玉
氏
・
周
氏
・
詞
宋
本
(
以
後

再
来
本
と
一
一
一
同
っ
て
も
宋
本
と
品
一
一
回
っ
て
も
皆
開
じ
)
・
葉
石
君
の
抄
本

・
越
霊
均
の
抄
本
・
五
音
韻
譜
は
皆
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
今

本
は
小
徐
本
に
依
っ
て
干
の
下
、
一
添
の
上
に
言
と
い
う
字
を
補
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っ
て
い
る
。
『
説
文
』
は
(
ニ
に
従
う
字
を
〉
列
挙
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
立
ー
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
平
に
従
う
辛
や
言
は
そ
の

中
に
ふ
く
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
補
う
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

3
、
壬
其
務
管
揚
、
事
以
遠
関
、

一
初
印
本
如
此
、
総
本
・
五
昔
前
説
・
集
散
皆
向
、
宋
本
・
葉
本

作
専
、
議
字
耳
、
事
者
専
萱
之
一
意
、
謂
其
箆
故
遠
問
、
蒋
義
所

諒
清
越
以
長
、
管
子
水
地
篇
設
玉
一
云
其
一
同
日
清
捧
徹
遠
、
純
而
不

殺
、
簿
古
書
多
用
借
用
事
受
字
、
輿
説
文
合
、
今
依
小
徐
制
制
改
事

字
作
専
字
、
専
者
布
也
、
血
ハ
上
文
好
揚
不
篤
複
乎
、

3
、
王
ハ
の
説
解
)
「
其
の
盤
は
鮮
や
か
に
揚
が
り
、
一
品
川
一
に
遠
く

聞
こ
え
る
」

初
印
本
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
越
本
・
五
音
韻
諮
・
集
韻
は
皆

同
じ
で
あ
る
。
宋
本
・
葉
本
が
(
専
を
)
「
専
」
に
作
る
の
は
誤

字
に
す
ぎ
な
い
。
「
専
」
と
は
「
専
ご
の
意
味
で
あ
り
、
そ

の
音
が
硬
質
で
あ
る
た
め
遠
く
ま
で
関
こ
え
る
こ
と
を
謂
う
。

『
札
記
』
の
勝
義
に
謂
う
「
清
ら
か
に
揚
が
っ
て
長
く
の
び
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『
管
子
』
の
水
地
篇
に
玉
を
説
い
て
「
其

の
音
、
清
捧
に
し
て
遠
く
に
徹
し
、
純
に
し
て
衰
え
ず
」
と
云

う
。
こ
の
「
捧
」
は
古
書
で
は
あ
/
く
用
い
て
「
率
一
」
の
ハ
専
の
)

字
と
し
、

2
m文
』
と
合
致
す
る
。
今
本
は
小
徐
本
に
依
っ
て

「
事
」
を
改
め
「
専
」
の
字
に
す
る
が
、
コ
専
」
で
あ
る
と
「
和

(
ひ
ろ
が
る
と
の
意
と
な
り
、
上
文
の
「
岱
揚
(
の
び
や
か
に
あ

が
る
と
と
重
複
し
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。

以
上
二
つ
の
例
は
段
玉
裁
が
汲
古
閣
の
「
初
印
本
」
(
第
四
次
様
本
)

と
今
本
(
通
行
本
す
な
わ
ち
第
五
次
修
訂
本
〉
の
二
つ
に
言
及
し
て
い
る

俗
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
立
脱
文
』
の
説
解
の
中
の
一
宇
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
ま
ず
最
初
に
正
し
い
文
を
挙
げ
、
そ
の
文

に
つ
い
て
「
初
印
本
如
此
」
と
初
印
本
で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
る
。
そ
の
後
に
そ
の
他
の
諸
本
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
本
も

「
皆
同
じ
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
う
し
た
上
で
、
最
後
に
「
今

:
j
」
と
し
て
、
今
本
〈
通
行
本
〉
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
を
指
摘
し
、

そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
誤
り
は
「
依
小
徐
:
:
:
」
と

し
て
、
小
徐
本
に
依
っ
て
修
訂
し
た
た
め
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
が
「
初
印
本
」
と
今
本
(
通
行
本
〉
の
違
い

を
指
摘
し
た
例
は
、
前
章
で
あ
げ
た
三
百
十
七
項
目
の
う
ち
、
百
四

ハ
5
〉

十
二
例
あ
り
、
約
必
%
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
前
述
の

二
例
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
は
「
初
印
本
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
本
」
が

正
し
く
、
「
今
本
」
が
誤
り
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
が
、
十
三

ハ
6
)

例
に
つ
い
て
は
、
今
本
(
通
行
本
〉
の
'
万
が
正
し
い
と
判
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
結
論
を
異
に
す
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
「
初
印
本
」

と
今
本
ハ
通
行
本
〉
の
対
比
に
重
点
が
あ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
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場
合
、
そ
の
他
の
諸
本
は
「
初
印
本
」
と
一
致
し
、
小
徐
本
は
今
木

ハ
通
行
本
〉
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。

次
に
よ
く
見
ら
れ
る
体
例
で
こ
れ
と
は
ち
が
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
も

の
を
見
て
み
よ
う
。
(
パ
タ
l
γ
B
〉

5
、
琢
侃
万
上
飾

一
階
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
五
一
音
諮
謎
・
集
諮
・
類
篇
上
皆
作
下
、

按
下
文
一
試
秘
側
刀
下
飾
、
此
一
式
上
飾
、
本
毛
俸
也
、
毛
本
依
小

徐
作
上
潟
走
、

5
、
琢
「
繍
万
の
上
の
飾
り
」

前
宋
本
・

2

張
本
・
越
本
・
五
音
韻
諮
・
集
韻
・
類
篇
は
「
上
」

を
皆
「
下
」
に
作
る
。
按
ず
る
に
次
の
文
に
「
秘
は
m
m
万
の
下

の
飾
り
」
と
去
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
上
の
飾
り
」
と

云
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
(
『
詩
経
』
の
)
毛
伝
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
。
毛
本
は
小
徐
に
依
っ
て
「
上
」
に
作
る
が
、
こ
れ

が
正
し
い
。

口
、
鷲
方
布
切

ニ
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
五
一
音
出
回
謎
皆
作
布
、
毛
本
布
作
叉
、

非
也
、

口
、
菅
方
布
切
(
反
切
の
布
字
を
考
訂
〉

二
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
五
音
韻
譜
は
皆
、
「
布
」
に
作
る
。

毛
本
は
「
布
」
を
ぺ
又
」
に
作
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
「
初
印
本
:
:
:
」
「
今
:
:
:
」
と
い
っ
た
「
初

印
本
」
と
今
本
(
通
行
本
〉
を
区
別
す
る
言
い
方
は
使
わ
れ
ず
、
汲
古

附
仰
木
の
こ
と
を
た
だ
「
毛
本
」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
そ
の
箇
所
の

「
初
印
本
」
と
今
本
(
通
行
本
)
を
調
べ
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
同
じ

字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
奥
田
川
は
無
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
段
玉
裁

は
こ
れ
ら
の
館
所
の
考
-
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
「
初
印
本
」
と
今

本
ハ
通
行
本
〉
と
の
違
い
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
毛
本
」
と
そ
の
他
の
諸
本
を
対
比
す
る
例
は
、
全

(
7〉

部
で
九
十
一
一
例
で
、
全
体
の
m
m
%
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
毛
本

〈

8
)

を
誤
り
と
す
る
も
の
で
、
毛
本
を
正
し
い
と
す
る
の
は
七
例
に
す
、
ぎ

な
い
。
前
に
あ
げ
た
5
琢
の
例
は
そ
の
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ

り
、
日
蓄
の
よ
う
に
毛
本
を
否
定
す
る
の
が
一
般
的
な
例
で
あ
る
。

今
ま
で
あ
げ
て
き
た
A
と
B
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
い
ず
れ
も

段
玉
裁
が
そ
の
『
説
文
』
の
校
訂
に
汲
古
関
本
を
用
い
て
い
る
例
で

あ
る
。

A
が
全
体
の
必
%
、

B
が

mw々
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
の
他

に
こ
れ
ら
と
は
違
っ
て
、
汲
古
関
本
を
用
い
て
い
な
い
例
が
あ
り
、

そ
れ
が
残
り
の
お
%
を
占
め
て
い
る
。
次
に
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
よ

う
(
パ
タ
ー
ン

C
Y

出
、
任
保
也
、

宋
本
・
葉
本
作
符
、
似
是
爵
字
、
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川
問
、
任
保
で
あ
る
。

宋
本
・
葉
本
は
ハ
保
を
〉
符
に
作
る
。
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

師
、
使
伶
也
、

按
、
類
篇
・
集
…
濁
及
小
徐
作
令
、
震
走
、
伶
弄
塩
、
非
其
一
意
、

加
、
使
伶
で
あ
る
。

按
ず
る
に
、
類
篇
・
集
韻
お
よ
び
小
徐
本
は
(
伶
を
〉
「
令
」
に

作
り
、
こ
れ
が
正
し
い
。
「
伶
」
は
「
弄
」
で
あ
り
、
使
の
意

味
を
表
し
て
い
な
い
。

問
、
潟
南
楚
諒
桔
驚
日
潟
、

話
出
方
一
一
一
向
、
宋
本
・
業
本
驚
作
駕
、
不
成
字
、

郎
、
潟
南
楚
で
は
相
驚
く
こ
と
を
潟
と
謂
う
。

こ
の
誇
は
『
方
一
一
一
口
b

か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
宋
本
・
葉
本

は
「
驚
」
を
「
駕
」
に
作
る
が
意
味
を
成
さ
な
い
。

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
考
一
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
段
玉
裁
は
ま
っ
た
く

汲
古
関
本
を
使
用
し
て
い
な
い
。
あ
る
程
度
判
断
が
容
易
な
も
の
に

つ
い
て
、
他
の
諸
本
を
使
っ
て
是
非
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

(
9〉

な
例
は
全
部
で
八
十
四
例
あ
り
、
全
体
の
お
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
、
汲
古
関
本
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

見
て
い
く
と
、
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
ず
、
「
初
印
本
」
と
今

本
(
通
行
本
〉
が
同
じ
で
、
ち
が
い
の
無
い
も
の
が
一
番
多
く
、
八
十

(
刊
)

四
例
の
う
ち
七
十
八
例
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
の
七
十
八
例
に
つ
い

五
十
一
(
仰
が

て
、
段
玉
裁
が
下
し
た
判
断
を
基
準
に
見
て
み
る
と
、

〈

ロ

〉

正
し
く
、
二
十
六
例
が
誤
り
と
な
る
。

そ
れ
と
反
対
に
、
「
初
印
本
」
と
今
本
(
通
行
本
〉
と
で
字
が
異
な

っ
て
い
る
例
は
、
わ
ず
か
六
例
で
あ
民
そ
の
う
ち
段
玉
裁
の
基
準

で
、
「
初
時
本
」
が
正
し
い
も
の
が
二
例
、
今
本
が
正
し
い
も
の
が

民
側
で
あ
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
段
玉
裁
は
こ
れ
ら
の
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、

特
に
汲
古
関
本
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
成
建
国
過
程

前
章
で
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
体
例
を
検
討
し
た
結
果
、
段
玉
裁

の
校
一
訂
に
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て

そ
れ
ら
に
は
、
汲
古
関
本
を
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
か
と
い
う
点

で
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ー
、
パ
タ
ー
ン

A
は
汲
古
関
本
の
「
初
印
本
」
に
言
及
し
、
通
行

本
(
今
本
〉
と
対
比
さ
せ
て
、
通
行
本
の
誤
り
を
正
す
こ
と
に
主
棋
が

あ
る
。
他
の
誇
本
は
「
初
郎
本
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
通
行
本
と
対
比

さ
れ
る
。
(
三
百
十
七
例
中
宙
開
十
二
例
、
約
必
ガ
〉

2
、
パ
タ
ー
ン

B
は
初
印
本
に
は
言
及
せ
ず
、
た
だ
毛
本
と
述
べ

る
だ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
主
娘
は
通
行
の
汲
古
関
本
の
誤
り
を
指

摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
箆
所
の
「
初
印
本
」
を
見
て
み
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る
と
、
通
行
本
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
初
郎
本
」
の
段
階

で
す
で
に
誤
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
諸
本
は
正
し
い
例
と
し

て
、
通
行
本
と
対
比
さ
れ
る
。
ハ
一
一
一
百
十
七
例
中
九
十
二
例
、
約

m
M〉

3
、
パ
タ
ー
ン

C
は
汲
古
関
本
に
は
言
及
せ
ず
、
他
の
諸
本
C
み

を
使
い
、
も
と
の
大
徐
木
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
追
求

す
る
こ
と
に
主
限
が
あ
る
。
(
三
百
十
七
例
中
八
十
二
例
、

m
d
N〉

こ
の
一
一
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
共
通
す
る
の
は
、
大
徐
本
の
も
と
の
形

を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
大
徐
本
の
も
と
の
形
が
、

諸
本
の
み
を
用
い
て
あ
る
程
度
容
易
に
判
断
で
き
る
の
が
、
。
ハ
タ

i

γ
C
で
あ
る
。

そ
の
大
徐
本
の
も
と
の
形
が
諸
本
と
汲
古
関
本
で
違
っ
て
お
り
、

諸
本
の
方
が
正
し
い
と
判
断
で
き
る
も
の
が
、
パ
タ

1
γ
B
で
あ

る。
同
じ
よ
う
に
大
徐
本
の
も
と
の
形
が
諸
本
と
波
古
関
本
で
違
っ
て

お
り
、
諸
本
の
方
が
正
し
い
と
判
断
で
き
る
が
、
日
間
じ
汲
古
関
本
で

も
「
初
印
本
」
の
方
は
諸
本
と
一
致
し
て
い
て
正
し
い
も
の
、
が
、
パ

タ
i
y
A
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
「
初
印
本
」
に
言
及
す
る

の
は
実
は
諸
本
の
正
し
さ
を
補
強
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
段
玉
裁
が
『
汲
古
関
説
文
訂
』
で
通
行
の
汲

古
顔
本
を
批
判
的
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
大
徐
本
の
も
と

の
形
を
追
求
し
て
い
く
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
段
玉
裁
が
『
汲
古
関
説
文
一
訂
』
を
書
い

て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
段

階
が
あ
り
、
段
玉
裁
は
、
ー
、
パ
タ
ー
ン

C
、
2
、
パ
タ
ー
ン

B
、

3
、
パ
タ

i
y
A
の
綴
序
で
校
訂
を
行
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
段
玉
裁
が
「
初
印
本
」
を
見
た
の
は
突
は
そ
の
最
後

の
段
階
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
段
玉
裁
は
、
は
じ
め
大
徐
本
の
も
と
の
形
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
震
い
て
、
諾
本
を
使
っ
た
校
訂
を
行
っ

た
。
ハ
パ
タ
ー
ン
C〉
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2
、
校
一
訂
を
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、
や
が
て
通
行
の
汲
古
関
本
は

本
来
の
大
徐
本
を
か
な
り
変
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
諾

本
と
対
比
し
て
誤
り
を
指
摘
し
た
。
(
パ
タ
ー
ン
A
-
B
が
未
分
化
)

3
、
そ
の
後
、
第
四
次
様
本
(
「
初
印
本
」
)
を
入
手
し
、
そ
れ
を
パ

タ
1
γ
A
-
B
と
対
照
す
る
と
、
正
し
い
諸
本
と
一
致
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
第
四
次
様
本
を
「
初
印
本
」
と
し
て
今
本

(
通
行
本
)
と
区
別
し
、
正
し
い
諾
本
の
前
に
つ
け
加
え
て
正
し
さ
の

補
強
と
し
た
。
(
パ
タ
ー
ン
A
を
加
に
分
け
た
)

こ
の
パ
タ
ー
ン

A
と
パ
タ
ー
ン

B
が
最
初
は
未
分
化
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
そ
の
両
方
に
共
通
し
て
奇
妙
な
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
類
推
で
き
る
。
そ
れ
は
「
制
改
在
四
次
以
前
」
(
校
改
は
第
四
次
以



(

活

〉

前
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
を
推
測
す
る
段
玉
裁
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

次
に
そ
の
例
を
あ
げ
る
。

路
、
訪
日
間
滞
也
、
人
舛
勾
盤
、
金
州
一
去
、

初
印
本
如
此
、
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
鈎
謎
・
集
訪
・
類
篇
皆

作
一
去
、
獄
、
汲
古
関
依
小
徐
作
生
、
此
護
校
在
昭
次
以
前
者
、
:
'

初
、
荒
一
一
同
州
内
沌
地
也
、

初
印
本
如
此
、
宋
本
・
業
本
・
越
本
・
五
一
音
問
説
皆
向
、
小
徐

本
雌
作
掩
市
注
一
五
稲
川
内
雑
水
掩
地
也
、
一
式
雑
水
対
其
本
作
掩
可

知
、
築
関
・
類
篇
作
掩
、
乃
字
之
誤
耳
、
流
漬
也
、
滞
也
、
久

留
也
、
掩
之
義
浅
、
流
之
義
深
、
今
作
掩
、
比
護
剣
改
在
四
次

以
前
者
、

問
、
児
閥
均
也
、
周
日
党
、
段
日
時
、
夏
日
枚
、

按
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
五
一
音
協
議
・
集
地
問
並
向
、
惟
類
篇
及

小
徐
呼
作
島
町
、
誤
、
今
毛
本
向
小
徐
、
此
郷
改
在
沼
次
以
前
者

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
パ
タ
ー
ン

A
、
つ
ま
り
「
初
印
本
」
ハ
第
四
次

様
本
〉
が
正
し
く
、
通
行
本
(
第
五
次
修
訂
本
)
が
誤
り
で
あ
る
例
(
問

先
で
は
「
初
印
本
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
抜
け
て
い
る
〉
で
あ
る
。
第
四

次
様
本
ま
で
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
第
五
次
で
誤
っ
て
校
改
さ

れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
校
改
が
第
四
次
以
前
で
あ

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
段
玉
裁
は
「
郷
改

在
四
次
以
前
者
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
お
か
し
い
。

ま
た
、
パ
タ
ー
ン

B
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

期
、
初
柔
也
、

H
A
木
羽
盤
、
其
皐
一
一
同
様
、

菜
、
宋
本
不
誤
、
他
本
及
毛
本
並
誤
作
柔
、
非
也
、
其
卒
、
宋

本
・
葉
本
・
越
本
・
五
一
音
問
謎
・
集
散
・
類
篇
皆
問
、
今
毛
本

依
小
徐
作
其
寅
阜
、
此
寅
字
乃
四
衣
以
前
増
也
、
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本文
皆也
問、

今
慰
改
文
字
篤
交
字
、

益
在
四

出
、
停
矯
詩
、

按
宋
本
・
葉
本
・
越
本
・
五
音
出
回
誰
・
集
訪
皆
向
、
惟
小
徐
・

類
篇
詩
作
備
、
今
毛
本
間
小
徐
・
類
第
、
率
四
次
以
前
妄
改

者
、
:
:
:

こ
れ
ら
は
「
初
印
本
」
ハ
第
四
次
様
本
)
と
通
行
本
(
第
五
次
修
訂
本
〉



が
同
じ
く
誤
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
従
っ
て
技
改
が
第
四
次
以
前
で

あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
こ
と
を
述
べ
る

必
要
は
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
段
玉
裁
が
「
初
印
本
」
を
見
る

前
に
、
何
か
mm
の
方
法
で
下
し
た
判
断
を
段
玉
裁
が
輩
聞
き
加
え
た
コ

メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
段
玉
裁
が
「
初
印
本
」
を
入

手
し
、
未
分
化
の
パ
タ
ー
ン

A
-
B
に
「
初
印
本
」
の
項
目
を
書
き

加
え
、
パ
タ
ー
ン

A
を
パ
タ
ー
ン

B
と
区
別
し
た
時
点
で
不
要
に
な

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
削
ら
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
パ
タ
ー
ン

A
が
パ
タ
i
y
B
か
ら
分
け
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス

を
、
体
例
の
密
か
ら
類
推
す
る
と
、
パ
タ
ー
ン

B
の
最
初
に
「
初
印

本
如
此
」
を
つ
け
加
え
、
「
(
み
/
〉
毛
本
」
を
「
今
」
に
変
え
る
と
、

バ
タ

l
y
A
の
体
例
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、

(η
〉

パ
タ
ー
ン

A
に
も
時
々
見
ら
れ
る
「
今
毛
本
」
と
い
う
表
現
は
、

A

-
B未
分
化
の
名
残
り
で
あ
り
、
先
に
額
千
里
が
指
摘
し
た
「
初
印

本
が
そ
う
な
っ
て
い
る
の
に
段
玉
裁
が
明
一
τ

一
閃
し
て
い
な
い
」
と
す
る

箆
所
は
、
段
が
「
初
印
本
如
此
」
と
い
う
表
現
を
つ
け
加
え
る
の
を

(
m
v
 

忘
れ
た
も
の
、
前
に
僻
文
と
し
て
示
し
た
出
克
に
至
っ
て
は
、
「
磁

改
在
四
次
以
前
者
」
を
削
る
こ
と
と
、
「
初
印
本
如
此
」
を
つ
け
加

え
る
こ
と
の
一
向
方
を
忘
れ
た
も
の
と
推
、
測
で
き
る
。

七
、
結
語

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度
最
初
の
問
題
点

に
さ
か
の
ぼ
り
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』
と
、
そ
れ
に
対
す
る
張
行
手

と
額
千
里
の
指
稿

!
i段
玉
一
裁
は
「
初
印
本
」
を
十
分
に
利
用
し
て

い
な
い

i
iー
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
お
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
汲
古
関
説
文
訂
』
は
、
本
来
は
、
大
徐
本
の
も
と
の
形
を
追
求

す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
そ
の
た
め
に
段
玉
裁
は
、
汲
古
関
本
よ

り
前
に
出
た
大
徐
本
の
色
々
な
版
本
や
文
献
を
調
べ
た
が
、
そ
の
う

ち
に
、
通
行
の
汲
古
関
本
に
は
、
こ
れ
ら
の
氾
版
本
と
は
違
う
所
が

あ
り
、
そ
の
多
く
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
つ
ま
り
、
通

行
本
の
誤
り
を
多
く
指
摘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
、

そ
の
結
果
と
し
て
で
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
設
玉
裁
が
「
初
印
本
」
に
言
及
し
た
の
は
こ
れ
ら
出
版
本

を
ふ
く
む
そ
の
他
の
諾
本
が
正
し
い
と
い
う
技
一
訂
の
結
果
を
捕
強
す

る
た
め
で
あ
っ
て
、
汲
古
関
本
自
体
の
「
初
印
本
」
と
通
行
本
の
異

同
を
調
べ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
段
玉
裁

が
「
初
印
本
」
を
入
手
し
た
の
は
、
校
訂
の
最
終
段
階
に
な
っ
て
か

一
切
で
す
で
に
で
き
上
っ
て
い
た
原
稿
に
、
「
初
印
本
」
に
つ
い
て

の
記
述
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
円
、
役
古
関
説
文
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訂
』
の
中
の
「
初
印
本
」
に
か
か
わ
る
記
述
に
、
多
少
の
疏
漏
や
混

ハ
却
〉

乱
が
生
じ
た
。

前
述
し
た
張
行
手
と
額
千
里
の
指
摘
は
、
こ
れ
ら
の
「
目
的
の
違

い
」
と
「
-
記
述
の
疏
漏
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
指
摘

は
、
汲
古
関
本
の
「
初
印
本
」
と
通
行
本
を
対
比
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
見
れ
ば
正
し
い
が
、
必
ず
し
も
、
円
汲
古
関
説
文
一
訂
』
と
い
う

審
物
の
性
格
を
、
十
分
に
理
解
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
は
思
え
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
彼
ら
二
人
の
指
摘
は
、
何
ら

段
玉
裁
の
円
汲
古
関
説
文
訂
』
全
体
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な

い
と
一
一
一
一
向
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注(
1
〉
想
以
古
』
第
幻
号
(
汲
古
書
院
一
九
九
五
・
六
)
後
に
高
橋
由
利

子
著
『
説
文
解
字
の
基
礎
的
研
究
』
(
六
甲
出
版
一
九
九
六
・
五
〉
所

収。

(

2

)

張
行
与
は
字
は
子
中
、
号
は
乳
伯
、
安
吉
ハ
瓶
、
江
省
湖
州
舟
)
の
人
。

同
治
庚
午
(
一
八
七

O
〉
の
奉
人
で
官
は
掲
准
盤
大
使
。
他
に
『
説
文
発

疑
』
・
『
説
文
掲
原
』
・
『
説
文
審
音
』
・
吋
議
事
要
略
』
の
著
が
あ
る
。

(
3
〉
顧
千
里
は
、
『
汲
台
関
説
文
訂
』
の
実
質
的
資
任
者
で
あ
る
安
廷
棲

と
も
親
し
か
っ
た
。
例
え
ば
「
嘉
慶
二
年
ハ
一
七
九
七
)
十
月
二
十
一
一
一
民

「
実
又
慢
招
釦
陸
石
・
費
玉
筏
・
願
千
里
・
滅
在
東
・
李
向
之
・
翠
鏡
捧

等
六
人
禽
飲
子
漁
隠
小
顕
、
数
竹
林
七
賢
故
事
、
特
延
先
生
向
飲
、
越
三

年
在
東
潟
み
/
ケ
記
」
ハ
『
段
玉
裁
先
生
年
譜
b

〉
、
「
輿
亥
廷
擦
遊
焦
山
:
:
:
」

「
作
《
五
説
棲
賦
》
賂
問
実
廷
樟
」
(
『
額
千
里
年
譜
』
嘉
慶
九
年
の
項
〉
。
ま

た
、
顧
千
里
は
実
は
こ
の
熟
語
を
書
く
二
年
前
の
嘉
慶
一
ニ
年
に
汲
古
関
本

の
「
初
修
印
本
」
を
案
廷
盤
怖
か
ら
入
手
し
て
い
る
。
ハ
『
溜
芥
援
燈
徐
書

銭
』
実
綬
階
・
額
千
里
・
場
芸
士
審
議
『
設
文
解
字
』
、
実
綬
縞
蚊
〉
。
彼

は
ま
た
孫
星
街
を
劫
け
て
『
説
文
解
字
』
の
校
一
計
一
引
に
力
を
注
、
ぎ
、
巌
可
均

の
『
説
文
校
議
』
に
駁
し
て
『
説
文
鉾
疑
』
を
書
い
た
。

〈
4
)

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
次
の
通
h

ソ
(
番
号
は
第
四
章
参
照
)

議
(
日
〉
・
蓄
〈
お
〉
・
殺

(π
〉
・
庇

(
m
w
)

は
、
い
ず
れ
も
「
初
印

本
」
も
正
し
い
の
に
言
及
し
て
い
な
い
。

ゑ
ハ
出
)
「
初
印
本
」
は
「
場
」
と
な
っ
て
い
る
の
一
に
「
作
湯
」
と
し

て
い
る
。

涜

(
m
y
j
ハ
抑
)
「
初
印
本
如
此
」
と
す
る
が
、
そ
う
な
っ
て
は
い

同九、。

4
十
九
、
hv一

甲
ハ
抑
〉
「
毛
本
如
是
」
と
す
る
が
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
「
初

印
本
」
に
言
及
し
て
い
な
い
。

(
5
〉
パ
タ
ー
ン

A
は
番
号
の
み
列
記
す
る
と
、
1
・

3

・
4
・
7
・
ぉ
・

6

8

9

0

1

2

3

4

5

6

8

4

6

7

 

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

 

、l
ノ

、

1
ノ

Q

J

1

ム

F

h

d

Q

J

1

A

ワム

1
ム

ワ

h

-

A

1

n

y

n

U

A

官

Fhd

庁

i

3

4

4

4

5

5

6

6

6

6

7

7

7

7

 

/
t
¥
/
t
¥
 

8

0

1

3

4

7

5

7

8

9

H

円

以

W

M

H

7

8

8

8

8

8

9

9

9

9

H

H

H

H

 

¥
Jノ

5
・品川

'u
・
加
・
ぉ
・
ぉ
・
訂
・

n
・
却
・
担
・
ぉ
・
"
は
・
お
'
羽
山

f-¥ 

¥
』
ノ

-mω

・
WMW

・羽
w
-
M
w
-
μ
口

-
m
M
-
m
w
-
m
ω
-
m山

-
m
w
-
m
w
-

以w
-
m
w

・円以

¥ノ

f
¥

以w
・
mw
・
m
w

・円以・キけい日・

u内山・
W

川叩・旬
ω
・

1
1

弓

i

1

i

q

J

M

今

L

η

L

7

M

の
L

n

L

n

J

u

q

L

q

L

f
t
¥
 

切れ目・"“.明
ω
・約
ω
・約
ω
・杓
ω
・何
ω
・刊
ω
・刊
ω

・明
ω
・
何
此
・
"
は
・
"
は
・
"
は
・

川知・品川・*印刷山・
MM
山
-mMm

・U
此
-
M山
-
W
N
U

・
m
w
-
m
w
e
M
川山・的川山・以
w
-
m
w

( 50 ) 



マ
i
A
ψ
M
V
A山
V
れ
十
ム
作
/
“
内
、
υ
'
4
‘

P
同

JVρhHV
庁

1・'
o
λ
υ
n
w
υ
n
u
u
v
n
/
J，

-
R
V
-
p
n
v
-
w
i
・
7
4
.
，
q
i
-
W
1
8
・
n
i
-
n
i
・
η
i
-
n
i
'
・
n
t
a
h
-
-
w
i
・
0
0
・
n
x
υ

の
J
ム
の
/
“
。
J
u
n
J
“
。
，
i
h
闘
の
/
“
n
j
u
q
f
“
q
，
ん
の
F
，
“
。
J
μ
q
J
仰
の
/
“
の
/
制

加
・
m
-
m
-
m
-
m
-
*
m
-
m
-
m
-
m
・
知
-
m
-
m
州
・
の
山
例
。

、l
ノ

た
だ
し
、
の
字
は
初
印
本
に
言
及
せ
ず
、
*
の
字
は
、
実
は
「
初
印
本
」

rr、、

と
通
行
本
が
一
致
し
て
い
る
。

子
3
ノ

7

・

4

.

8

9

2

5

3

3

3

n

u

-

-

4

3

つ

f
E
L
3
6
9
.
9
.
印
.
ロ
.
H
.
日
.
お
.
お

.n.
お
.
羽
¢

円。羽川
1
0

寸
土
必
レ

〈

7
)
パ
タ
ー
ン

B
は
5
・
6
・
u
-
M
・
日
・
お
-
m
M
・
位
・
仏
-
m
-

A
吐
・
0
J
'
Q
U
'
只
υ
'
1
A
円
ム
円
。
F
h
d
Q
U
Q
d
'
n
U
1
i
'
つ
M

・円。・

戸
h
u
.
F
0
.
円
0
.
氏

U
.
庁
4
.
円
i
.
門

i
.
Q
U
.
Q
u
.
只
U
.
Q
d
.
Q
J
.
Q
d
.
Q
u
.

d生
内

り

n
u
v
J
t
q
L
s
t
o
o
-
-
q
3
2ま

n
u
t
-
-
q
L
P
B

9
.
9
.
日
.
叩
.
日
.
H
.
H
.
u
.
ロ
.
日
.
日
.
日
.
u
u
.
H
.

ハVAU--よ

R
H
v
n
v
o
n
-
h
u
，
a
t
p
n
J
v
n
u
J
n
u
u
v
q
ム
n
d
d
s
nま

O
A
υ
q
i
v

sn官

-
R
J
v
・
2
d
v
・
2
F
h
d
-
t
u
-
n
1
6
・
F
W
1
4
・
q
i
・
0
X
0
・
9
0
・
0
Y
0
・
n
x
υ
・
0
x
υ
-
A
u
d
・

-
S
A
-
-
A
・
B
・
-
持
4
E
E
E
4
4
1
a
e
S
A
・
B
・
-
事
1
・
A

を

'
A
t
S
A
t
-
A
4
S
E
A
-
S
E
E
-
-
s
A

-a牛
込

q
o
b
h
r
n
u
d
e
s
i
η
t
a
o
x
o
n
，
、
υ
z
d
w
t
‘
b
n
r
n
H
u
n
-
“
2
4酌

W
1
4
0
G

nu-d-Aud・3nqdv・AMU-Anu-nHU--Es--'tA-et--2nIM.。/“.内fh崎・η，h-nJム

'gA
毛

S
A
4
1
A
η
，
，
“
n
，
，
“
n
f
“
n
r
h
n
/
L
M
q
，
，
“
の
J
ム
の
J
ん
何
/
"
の
，
，
“
n
f
ん

句
、
υ
-
d
体
ゐ
作
t
・
。
、
υ
p
h
J
v
q
、
υ
s
n玄

oxυ

噌

S
A
A
q
d
v
n
u
v
'
I
A
qべ・
υtasゐ

・
2
4
‘
・
J
4
A
・
j
t
-
Z
1
υ
-
z
d
・
ρ
h
u
-
n
p
h
u
-
n
h
H
V
・
9
0
・
n
V
A
V
-
A
N
E
-
A
U
-
u
-
n
U
3
・
A
H
W
U

。
，
，
u
n
J
μ
n
j
h
の
F
f
M
n
'
'
h
"
の
，
，
“
n
I
M
n
，
，
“
。
/
針
。
/
“
n
f
ん
の
F
ム
q
J
ん
の
/
釘

5

4

1

7

0

8

G

・

u

・

3

4

5

7

n

J

1

開

。

こ

さ

.m.
部
.
m
w
.
部
.
却
.
出
3
出
.
3
3
3
σ
，
9
必
v
J
i
T

し
*
の
字
は
『
汲
古
関
説
文
訂
』
の
記
述
が
実
際
と
違
っ
て
い
る
。

ヘ8
J
5
2
・
2
・
日
・
印
・
問
-
H
D
7
刻
。

f
L
.
Q
U
Q
U
1
A
q
'
u
q
a
q
a
u
-
D
V
 

(
9
〉
パ
タ
ー
ン

C
は
、
2
・
8
・
9
-
m
・
ロ
・

2
・
u
-
m
-
m
・
お

戸
h
d
Q
U

ハv
q
u
円
。
庁
i
Q
u
n
O
戸
h
d

氏

υ
庁
i
Q
U
'
n
u
円
h
d

q
υ
.
n
0
・
A
A
・
A
吐
.
A
角
・
A
せ
・
A
《
.
F
h
d
.
F
0
・
戸
h
u
・
F
0
.
F
0
・
戸
0
・
P
0

6
7
6
・
9
.
2
6
・
出
・
部
・
田
・
関
・
日
・
H
・
日
・

M

.

ぷ

v
.
n
0
.
円
i
円
d
Q
u
.
Q
U
1
i
1
i
1
A
1
l
e
i
-
A
f
i
-
-

n
J
h
a
4
h
-
F
h・

υ
W
1
‘
n
u
J
v
nく

d

a高ま

p
h
d
T
E
A
n
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，
M
の
ペ
d
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z
n
t
a
n
y
o
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a
A
支
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i
t
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d
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J
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p
h
d
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υ
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'
n
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2
u
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R
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R
u
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'
t
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o
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υ
p
h
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U
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n
u
ι
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U
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4
p
h
i
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n
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s
a
w
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v
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q
ι
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q
t
'
n
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t
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・
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p
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p
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p
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q
r
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n
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υ
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υ
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a
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F
q
u
・
0
x
υ
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k
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u
v
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“
n
J
u
n
L
n
r
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/
M
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j
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L
q
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u
q
h
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J
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/
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L
qべ
υ

ρ
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A
M
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出
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u
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.
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.
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。
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日
〉
8
・
9
・
M
M
・

2
・
m
u
・
お
・
お
・
お
・
却
・

5
・
必
・
日
-
m
w

ヴ

4
・
Q
d
・
つ
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・
K
M

・
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・竹仏・

μ口

-
w
u
・
川
叩

-
m
ω
-
M
ω
-
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p
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・
W
i
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a
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η
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η
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0
・
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u
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-
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U
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u
d
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噌
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噌
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噌

EAnJ“

m
-
加
-
m
-
m
-
m
-
出
-
m
-
m
制
・
m
u
-
m
の
日
例
。

(
ロ
〉
2
・
u
-
m
u
・
必
-
m
-
U
・
臼
・
邸
-
m
w
・
m
m
-
m
-
m
-
m
-

m
-
m
-
m
・
出
-
m
-
m
-
m
-
m
-
m
-
m
-
m
-
m
・
蹴
の
お

例
。
な
お
、
知
で
は
段
玉
裁
は
正
誤
の
判
断
を
下
し
て
い
な
い
。

¥
I
ノ

(
お

)

U
・
州
知
・

ω-m∞
-
m
-
m
の
6
例

。

-

R
U
 

(

日

比

〉

印

-mの
2
例

。

(

(
日
〉
U
-
m
w
-
m
-
m
の
4
例
。

(
お
)
こ
の
コ
メ

γ
ト
は
、
パ
タ
ー
ン

A
で
は
m
-
m
-
m
・
加
の
4
例
に

あ
り
、
パ
タ
ー
ン

B
で
は
必
・
お
・
出
・
山
・
出
-
m
の
6
例
に
あ
る
。

(
万
)
m
-
m
・
引
け
・
竹
-
m
w
-
m
-
m
-
m
-
m
-
却
の
四
例
に
あ
る
。

(
路
)
日
・
お
・
π
-
U
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

(
日
〉
こ
の
こ
と
は
、
『
波
古
関
説
文
訂
』
の
段
玉
裁
の
序
お
よ
び
実
廷
榛

の
践
の
中
で
、
「
初
印
本
」
へ
の
一
一
言
及
の
仕
方
、
が
、
他
の
諾
本
と
分
け
ら

れ
、
一
番
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

(
却
〉
吋
汲
吉
開
説
文
訂
』
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
単
純
な
誤
り
が
多
く

あ
り
、
そ
れ
ら
を
改
正
し
た
新
印
本
が
、
現
在
我
々
が
見
て
い
る
本
で
あ

る
。
巌
可
均
は
そ
の
吋
段
民
説
文
訂
訂
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て



い
る
。汲

古
関
設
文
訂
一
巻
、
金
壇
段
君
若
解
答
、
其
助
之
者
、
吾
友
又
憧
葉

氏
也
、
段
君
索
以
治
設
文
、
有
撃
子
持
、
嘉
慶
一
ニ
年
比
書
流
播
都
下
、

都
下
姦
然
稽
之
、
余
不
観
近
人
捜
閥
、
以
叉
趨
故
亦
寓
目
鷲
、
四
年
春
、

余
道
経
姑
蘇
、
支
援
謁
余
回
、
設
文
訂
近
顔
改
正
教
事
、
出
一
新
印
本
語

余
、
今
年
冬
余
開
後
四
間
一
議
、
如
准
南
宋
察
舞
場
職
、
葎
印
段
南
字
、
康

一
前
五
支
作
々
〈
也
、
蓄
印
久
誤
久
、
或
斜
子
宋
大
樹
刷
、
蓄
印
子
誤
干
、
大

徐
、
蓄
印
大
誤
本
、
諸
小
失
皆
改
正
:
:
:
。

な
お
厳
可
均
は
、
本
文
で
は
六
十
二
項
に
わ
た
っ
て
、
『
汲
古
関
説
文
訂
』

と
自
説
の
合
わ
な
い
所
を
、
指
摘
し
て
い
る
。
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学
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